



チベットの葬制についての記述 くは玖1addellの TheBuddhism 01 Tibet or 
Lαmαism (1895) 489頁や， あるいは ChandraDasの Journeyto Lhαsααηd 
Central Tibet (1902)139頁，更には Bellの ThePeople 01 Tibet (1928)286頁に述
べられているO これらの記述を総合すると， チベットの葬制としては，火葬 (me向
sreg聞がong-ba) e烏葬 (bya-gtor) 0 水葬 (chuωgtor，あるいはnya-gtor
(sa-sbasωgtor)の四つの方法が従来行われてきたようだ。















1974年にインド北部ヒマチャノレプラデーシュ州ダラムサーラから Bodpα'i 'dαS 
mchod (英題TibetαnDead Ceremony)と題する書籍が出版された。本文33貰の小
冊子であるO 本文はすべてチベット語で警かれている。著者のトゥプテン@サンギェー













































































































ろう O 人の話し声がウル@ウノレ eティノレ@テイノレという愚のうなりにしか関こえ
なくなって，どんな意味をしゃべっているのかわからなくなってしまう O それに
も衰弱して，あたりを見まわしでもそこに何があるのか， もうわからなし )0






る過程がはじまる O 肉が地のエレメントに溶解しはじめると， 1ものに押しつ
チベットにおける葬送議礼 小野田俊藤 209 
ぶされているような，あるいは深い穴に落ちこんでいくような惑乱をおぼえるだ
































(gzhong-pa) に入れてサフラン (gur主um) などの香料を入れたぬるま湯でよく












































する O チベットではかつてペプジャン phebs-byangというみこしが使用されたが，
してしっかり結わえたものが使
われるようであるO その中 し， {共物をして， ちそれぞれ












と肉の三品をふるまう るという O はここで，比丘を














































ものは遠方に捨ててくる O この日から服装も りになおしてよい。
と年忌
初七日の法要は故人が死亡してから七日の後に行われるが，
刻によって少々異なってくるO すなわち，死亡時刻が午前中であったなら死亡告を合
わせて七自白に行い，午後であったなら死亡日を除いて七日目，つまり死亡日を合わ
せると八日告に行われるという O この初七日にはじまる中陰法要のうち，ニ@七日と
@七日，五@七日と六@七日はそれぞれ向ーの法要が行われるO 四@七日の法要は
{告の週よりも重要視され， この日までにはほとんどの魂が再生を受けると信じられて
いるようだ。中陰明けの四十九呂には故人の知人なども集まり，大々的な法要が執り
行われるO 比丘たちには撞々の鰭答品が贈られ，また葬儀全体を通じて世話になった
人々には，お茶やお酒をふるまって労をねぎらうという O
一年の後には一周忌の法要が行われ，その後毎年の命日に
行われるO これらの法要の意義は追善ではなく，葬儀の擦の号
であろうことに対する，よろこびと
こと されるべきであろう O
lo-mchodが
よって故
るとされる
